
「KAIROS クラウドサービス」実証実験により、バレーボール
国内最高峰リーグV.LEAGUEの公式動画配信サービス
「V.T V」にて、オンラインライブ14試合を配信。

チームスタッフがスマートフォンで撮影した現場映像を
含め、ファンや視聴者がより楽しめるコンテンツを配
信。KAIROS クラウドサービスの強みを最大限活かし、
現場の機材・人材を最低限に抑え、中継車なしで今ま
でにはなかった映像表現でのライブ配信を実現した。

コンテンツホルダーである排球堂マーケティング様に
とって、視聴者に届けるコンテンツの価値を高めるこ
とがミッション。年間400試合以上あるＶリーグのライ
ブ配信を実現するために、現場業務の効率化と魅力
的なコンテンツ配信の両立が求められていた。

課題

解決策

より視聴者に楽しんでいただけるコン
テンツの創出という、コンテンツホル
ダーとして大事にしていることを実現で
き、新たな可能性を感じました。安定的
で効率的なライブ配信にご尽力いた
だいたのも心強かったです。

菅原尚子 様 ※所属は納入時のものです。

排球堂マーケティング株式会社 

排球堂マーケティング
株式会社 様
実施時期：2021年11月～2022年3月
実施地域：大阪

実証実験の概要

実証実験の舞台となったのは、主にパナソニック パンサーズ（パナソニックのバ
レーボールチーム）のホームタウンであるパナソニックアリーナにおける試合。
KAIROS クラウドサービスを活用して、ファンや視聴者の方々に楽しんでもらえる
ような付加価値のある映像コンテンツを、「V.TV」で問題なく効率的にライブ配信
ができるかを検証しました。

排球堂マーケティング株式会社様には、試合を運営するホームチーム等との各
種調整やカメラマンをはじめとしたスタッフの手配、当日の運営体制の整備等を
ご担当いただきました。一方、パナソニック側はKAIROS クラウドサービスのシス
テム環境の準備と、スタッフの皆様への映像配信時の操作レクチャーを担当。
2022年の1月より毎週1試合、撮影から「V.TV」でのライブ配信やハイライト作成
まで実施しました。

KAIROS クラウドサービスを活用して、
付加価値のある映像を、V.TVのライブ配信で実現

一般社団法人日本バレーボールリーグ機構の関連会社として、Vリーグを中心に
バレーボールの映像配信やマーケティング活動を手掛ける排球堂マーケティング
株式会社様。Vリーグ独自の映像配信プラットフォーム「V.TV」の運営も行ってお
り、V1（Vリーグの中でのトップカテゴリー）だけでも年間400試合にものぼるライ
ブ・オンデマンド配信をいかに効率化するかが課題でした。また、ライブ配信にお
いては、映像が途切れることのない安定した配信の実現も求められていました。
さらに、視聴者により楽しんでいただくコンテンツの配信も、独自の配信プラット
フォームとしての価値を高めるために取り組むべきこととして掲げられていました。
この「効率化」「付加価値提供」への解決策を探る中で、実証実験という形で
KAIROS クラウドサービスをご活用いただきました。

背景

キーワードは「効率化」と「付加価値提供」。
ライブ配信における課題への取り組み

放送・業務用映像システム

映像コンテンツ制作ソリューション「KAIROS クラウドサービス」CASE STUDY

▲会場にはカメラ3台、内1台はリモートカメラを
設置

▲スイッチングや実況・解説は会場から離れたリ
モートスタジオにて



その他の納入事例に関しては、ホームページをご覧ください。

放送・業務用映像システム

映像コンテンツ制作ソリューション「KAIROS クラウドサービス」

https://connect.panasonic.com/jp-ja/products-services_kairos-cloud
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排球堂マーケティング株式会社
菅原 尚子 様

※所属は納入時のものです。

実証実験の効果

配信トラブルもなく、無事に「V.TV」でのライブ配信に成功しました。一般的な配信
プラットフォームだけではなく、コンテンツホルダーが運営するプラットフォームでの
配信も検証できた点は今回の成果といえます。さらに、排球堂マーケティング株式
会社様が課題として挙げられていた次の2つの観点でも、KAIROS クラウドサービ
スの実用性を確認することができました。

1.効率化：当日の運営、ハイライト映像の制作・配信が効率化されたか
2.付加価値提供：よりファンや視聴者が楽しめるリッチなコンテンツとなったか

現場の効率化とリッチコンテンツの配信を実現。
トラブルないライブ配信に成功。

KAIROS クラウドサービスの活用によってリモートプロダクションを実現すること
で、現場スタッフのリソースが省力化され、より効率的な当日運営に。「私自身、技
術面に関してはそこまで詳しくないですが、遠隔操作が可能な点など今回の実証
実験で効率化を実感しました。それによって、例えばファンとの双方向コミュニ
ケーションの活性化など、新たな取り組みに向けた余力が生まれるのではないか
と期待が持てます（排球堂マーケティング株式会社・菅原尚子様）」。また、撮影
データが即時KAIROS クラウドに伝送できるため、試合終了後すぐにハイライト
映像を作成して配信。従来よりも配信時間のスピード感が増したことで、ファンか
らSNSを通して良いリアクションも届いたとのことです。

1.効率化：当日の運営、ハイライト映像の制作・配信が
効率化されたか

Vリーグのファンから「試合の様子以外の映像も見たい」との声が上がっていたこ
ともあり、今回の実証実験では「マネージャーカメラ」の映像挿入を試みました。各
チームのマネージャーが、選手の控室の様子など試合の裏側に密着して撮影した
映像を試合開始前・セット間に挿入することで、ファンが喜ぶコンテンツの配信に
つなげました。「専用のアプリをインストールしたスマートフォンを用いて、各チームの
マネージャーに撮影をお願いしました。マネージャーの皆さんからは操作方法が非
常に分かりやすく、また録画を停止すると自動でデータがクラウド伝送されるのも
便利だったと伺っています。弊社だけでは手が伸ばせなかった領域にもチャレンジ
できたのは、今回大きな収穫でした（排球堂マーケティング株式会社・菅原尚子
様）」

2.付加価値提供：よりファンや視聴者が楽しめるリッチな
コンテンツとなったか

お客様の声（実証実験を終えて）

スムーズに効率よく安定した配信ができたことはもちろんですが、今回特に感じた
のは「コンテンツのリッチ化」にも大いに活用できる、ということでした。マネージャー
カメラのように、プロのカメラマンではない人が撮影した映像を簡易に配信できる
ことが感覚として得られたのは勉強になりました。今回は実証実験ということで
KAIROS クラウドサービスを使っての撮影・配信は1日あたり1会場のみに留まりま
したが、実際は同日同時間帯に5～6試合並行することもあります。場所に制約され
ることなく手軽に配信が可能なKAIROS クラウドサービスの利点を活かして、1拠
点で複数試合の配信を行うことができればより省力化・効率化につながるとも感
じました。また、準備から当日までシステム面で様 な々サポートをしていただいたパ
ナソニックの皆さま、大変心強かったです。今後も、一緒にVリーグを盛り上げていけ
たらと思います。

▲ ライブ配信のリアルタイム性を損なうことなく、視聴者に映像を届けられた ▲ スイッチングなど、機材の操作もスムーズに進んだ

▲リモートカメラの活用は、現場に行くスタッフの
削減につながった

▲映像データが即時クラウド伝送され、すぐにハ
イライトの作成に取り掛かることができた


